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上 徹太郎 氏で ある。 次に 通俗小説と 純 文芸と を 何故に 

分けた のか、 別け たのが 間違いだ と 云った 大通 は、 幸 

田 露 伴 氏で ある。 次に、 もし 日本の 代表作 家 を 誰か 一 

人 あげよ と 外人から 迫られたら、 自分 は 菊 池 寛 を あげ 

こうまい 

ると 云った 高邁な 批評家 は、 小 林秀雄 氏で ある。 今日 

の 行き 詰 つ た 純文学 に 於て 以上の よ うな 名言が 文学 に 

何の 影響 も 与えずに、 素通りして 来たの は、 どうした 

理由であろう かと、 もう 一度 考え直してみ なければ、 

純文学 は 衰滅す るより 最早 や いかん ともなし 難い と マ J 

のように 思った 私 は、 この 正月の 五日の 読売 新聞へ、 

純文学に して 通俗小説の 一文 を 書いた。 私の 文章 は、 



しり-つま 

以上の 人々 の 尻 馬に 乗った までで、 何ら 独創的な 見解 

があった わけで はない。 しかし、 今 は、 達識の 文学者 

の 中で は、 私の 云った ような 言葉 は 定説と さえな つ て 

いるので あるが、 言葉の 意味 は、 さまざまな 誤解 を ま 

ねいた ようであった。 

今の 文学の 種類に は、 純文学と、 芸術 文学と、 純粋 

小説と 大衆文学と、 通俗小説と、 およそ 五つの 概念が 

巴と なって 乱れて いるが、 最も 高級な 文学 は、 純文学 

でもなければ、 芸術 文学で もない。 それ は 純粋 小説で 

ある。 しかし、 日本の 文壇に は、 その 一 番 高級な 純粋 

ほ とん 

小説と いう もの は、 諸家の 言の ごとく、 殆ど 一 つも 現 



容易なら ぬ 事業で ある。 私 はこの 概念 を 明瞭に する た 

めに ここに 罪と 罰 を 引こう。 ドスト ェ フス キイの 罪と 

罰と いう 小説 を、 今 私 は 読みつつ あると ころ だが、 こ 

こんてい 

の 小説に は、 通俗小説の 概念の 根柢 をな すと ころの、 

偶然 (一時 性) という ことが、 実に 最初から 多い ので 

ある。 思わぬ 人物が その 小説の 中で、 どうしても 是非 

その 場合に 出現し なければ、 役に立た ぬと 思う とき あ 

つらえ 向きに、 ひょっこり 現れ、 しかも、 不意に 唐突 

な ことば かり を やる という 風の、 一見 世人の 妥当な 理 

智の 批判に 耐え 得ぬ ような、 いわゆる 感傷 性 を 備えた 

現れ 方 をして、 われわれ 読者 を 喜ばす。 先ず どこから 



それらの 作品に 一 般 妥当と される 理智の 批判に 耐え 得 

て 来た 思想 性と、 それに 適当した リアリティが あるか 

らだ。 

私 は 通俗小説 にして 純文学が、 作者に とって、 一番 

困難な もの だと 読売 で 書いた が、 ここに 偶然 性と 感傷 

性との 持つ リアリティの 何もの よりも 難事な 表現の 問 

題が、 横 わって いると 思う。 純粋 小説 論の 難儀 さも、 

ここから 最初に 始 つて 来る の だが、 いったい 純粋 小説 

に 於け る 偶然 ( 一 時 性 もしくは 特殊性) という もの は、 

その 小説の 構造の 大部分で あると ころの、 日常 性 (必 

然性 もしくは 普遍性) の 集中から、 当然 起って 来る あ 



せんたく 

み撰択 して、 これ こそ リアリズム だと、 レッテル を 張 

めぐら もちろん 

り 廻して 来たので ある。 勿論 私 は これらの 日常 性 を 

のみ 撰択 する こと を、 悪 リアリズム だと は 思わない が、 

自己 身辺の 日常 経験の み を 書き つらねる ことが、 何よ 

リ の 真実 の 表現 だと、 素朴 実在論 的な 考え から 撰択し 

た 日常 性の 表現ば かり を、 リアリズム として 来たので 

あるから、 まして 作 中の 偶然な どに ぶっかる と、 たち 

まちこれ を 通俗小説と 呼ぶ が) J とき、 感傷 性 さえ 持 つ 

にいた つたので ある。 けれども、 これが 通俗小説 とな 

ると、 日常 性 も 偶然 性 もあった もので はない。 そのと 

きに 最も 好都合な 事件 を、 矢庭に 何らの 理由 も 必然性 



とだ。 これが 純粋 小説の 思想で あり、 そうして、 最高 

の 美しき ものの 創造で ある。 も 早 や ここに 来れば、 通 

俗 小説と か、 純文学と か、 これらの 馬鹿馬鹿しい 有名 

無実の 議論 は、 万事 何事で もない。 

こまか 

しかし、 純粋 小説に 関して、 なお 細 い 説明 をつ けよ 

うと すれば、 ここに また 次の 新しい 技術の 問題が 現れ 

て 来なければ ならぬ。 それ は 自然の 中に 現れる 人物 

(人間) という もの は、 どこから どこまでが 小説 的 人物 

であるか という、 残して おいたま ことに 厄介な 解釈で 

ある。 純粋 小説 論 は 哲学と ここの 所で 一 致して 進む ベ 
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